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　　　（対象期間２０２２年１月１日～２０２２年１２月３１日）

　　　〒３２３－０８２４　栃木県小山市雨ヶ谷新田７１－３７

　　　[電話］　０２８５－２７－５３６８

　　　　　［FAX］　０２８５－２７－９７０３

　　　　　　作成日　　２０２３　年　３月　２３日

　　環境経営レポート

　　２０２２年版

　　　　　　　　　　　　　　株式会社 山中商会
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株式会社山中商会

 山本　　佳子

 栃木県小山市雨ヶ谷新田７１－３７

 阿部　拓実

 電話　０２８５－２７－５３６８

 FAX　 ０２８５－２７－９７０３

梱包・包装資材及びワイヤーハーネスとその部材の販売

資本金　　　　

売上高　　　　　　　

社員数　　　　      　　

敷地面積　　　　 

　　阿部　拓実

２．対象範囲

　　　当社は全ての組織、活動を対象としている。

総務・経理部 営業統括部

１，０００万円

３０億円（２０２２年　実績）

３３名

第１営業部 第２営業部 第３営業部

５，３４０㎡

　・ 組織図

会長

環境管理責任者

1．事業の概要

　・ 事業所名

　・ 代表取締役会長

　 ・ 所在地

　 ・ 環境管理責任者

物流部

　・ 連絡先

　・ 事業内容

　・ 事業の規模

　山本　佳子

合計３３名
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３ ．環境方針

　《基本理念》

　株式会社山中商会は、地球環境の保全が、人類共通の最重要課題であることを認識し、豊かな未来社会の

　実現に向けて、地域社会と人に優しい事業活動を営み、環境保全に配慮し、全ての人の健康維持に努めます。

　《環境経営方針》

　1．当社は、環境配慮型の製品を通して、積極的に地球環境保全に貢献致します。

　２．当社は、事業活動に関わる環境法令・条例・協定及び当社が同意するその他の要求事項を遵守致します。

　３．当社は、地域環境に根ざした企業活動を通じ、経済並びに環境保全の維持、改善を行います。

　《重要取組事項》

　１． NonーVOC製品の継続開発　 （環境配慮型製品開発）

　２．CO2排出量の削減 （省エネルギー活動）

　３．廃棄物排出量の削減 （ゴミの分別、リサイクル運動実施）

　４．排水量の削減 （水の使用方法の改善）

　５．エコ活動への参加 （地域清掃活動への参加、社内緑化推進）

　６．エコ商品の購入 （グリーン調達）

　　　　　　　２０２０年１月１日　　改定　　　

　　　　　　　株式会社　山中商会

　　　　　　　代表取締役会長　山本　佳子　　

環 境 経 営 方 針



4

４．環境目標

２，９２０ ２，８９１ ２，８６２ ２，８３２

（基準比１％削減） (基準比１．５％削減） (基準比２％削減）

２，０００ ２，０００ １，９６０ １，９４０

（基準比２％削減） （基準比３％削減）

２４０ ２４０ ２３９ ２３８

３５品目 ３７品目 ３８品目 ３９品目

２，０００箱 ２，０００箱 ２，０５０箱 ２，１００箱

　*電気の二酸化炭素排出係数は平成３０年度公表の東京電力の０．４６２を使用している。

　*化学物質の目標は、家庭で使用するような洗剤等のみでＰＲＴＲ法で定める化学物質の使用が無いので、設定していない。

　*グリーン購入の推進は、業務で使用する環境配慮商品の購入品目数を目標としている。

　*ソフミンは自動車用ハーネス保護のテープ状の消音材で耐久性に優れ、軽く、また、取り付け作業性が良い特長を持っている。

　*２０１４年基準、目標を全体的に変更・見直しを致しました。（２０２０年改定）

５．環境活動計画の内容

　（１）二酸化炭素排出量削減の取組

　　①電気　

　　　・事務所エアコンの適正温度設定（作業への影響を見ながら、冷房２５℃以上、暖房２２℃以下で調整する）

　　　・会議室、トイレ未使用時の照明消灯

　　　・事務所の不在の場所は消灯する。

　　　・長時間離席時のパソコン本体の電源ＯＦＦ

　　　・なるべく残業はしないようにする

　　　・倉庫作業不使用時は消灯

　　　・ＰＶＣテープの保管庫のエアコン使用は品質保持が出来る（１０℃～２０℃）での範囲内に温度設定をする

　　　　と共に保管製品を限定してエアコン使用台数を減らす。

　　　・常に整理整頓を行い無駄な作業の削減を心がける

　　②ガソリン・軽油　

　　　・ハイブリット車への切り替え検討の継続

　　　・メーカーから客先への直送の拡大（可能品を検討し、関係先とも協議しながら進める）

　　　・ゆっくり発進、ゆっくり停止、アイドリングストップ、空ぶかしをしないなど省エネ運転を励行する

　　　・配送ルートの最適化を検討しながら配車する

　　　・フォークリフトから離れる場合は必ずＳＷ、ＯＦＦにしアイドリングしない

　　　・長距離出張の場合は出来るだけ電車利用を心がける

　（２）廃棄物削減の取組

　　　・コピー用紙裏面利用

　　　・使用済みコピー用紙の再利用　（シュレッダー後、製品出荷時の緩衝材として利用）

　　　・分別の徹底と廃棄物の計量

　　　・過剰梱包の廃止　　（購入先へ依頼）

　　　・仕入先への簡易梱包等、過剰な包装とならないことを依頼し、ゴミの減量を図る

　　　・木製パレットのメーカー引き取りの強化（可能なものは納品時に自社のプラパレに移し替えてもらう）

　　　・木製パレットで燻蒸処理済みのものに関しては、海外出荷用として保管し再利用する。

廃棄物排出量の削減（ｋｇ）

水使用量の削減　（ｍ3）

グリーン購入の推進対象品目

環境配慮型製品ソフミンの販売

取　組　事　項 ２０２０年基準 ２０２２年目標 ２０２３年目標

売上高（億）当りのＣＯ2排出量

の削減（ｋｇ－ＣＯ2/億円）

２０２１年目標
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　（３）水使用量削減の取組

・水の出しっぱなしは厳禁

・必要以上に水は出さない

・トイレの一回流しの励行

・外の清掃の際に、水で洗い流すことはしない

・節水シールでの喚起

　（４）グリーン購入への取組

・エコマーク商品等の環境配慮商品の購入の推進

・再利用、詰め替え可能消耗品の優先購入

・購入状況の記録

　（５）環境配慮商品ソフミン及びnonーVOCテープの販売促進

・メリットのＰＲ等による営業推進

・多用途への展開可能性の検討

　（６）その他

・整理・整頓・清掃活動の推進

・花壇の手入れの推進

・外部講師による社内勉強会の継続

・環境関連の展示会・セミナー・講習会などに参加、また他社の環境への取組の見学

　６．　環境目標の実績
　　

２０２０年基準 ２０２２年目標 ２０２２年実績

２０２２年１月～１２月 ２０２２年１月～１２月

２，９２０ ２，８６２ ２，６２８

（基準比１．５％削減） (基準比１１％削減）

１，９６０ ３，４０２

（基準比５８％増）

水使用量の削減（ｍ3） ２４０ ２３９ ２９０ 未達成

グリーン購入の推進 ３５品目 ３８品目 ４０品目 達成

環境配慮製品　ソフミン ２，０００箱 ２，０５０箱 ３，０８９箱 達成

　*２０１４年基準、目標を全体的に変更・見直しを致しました。（２０２０年改定）

　※二酸化炭素排出量の推移

２０１４年 ２０２０年 ２０２１年 ２０２２年

１５０，３０９ ７９，７２２ ７６，９０９ ７８，８４２

０．５３１ ０．４６２ ０．４６２ ０．４６２

　※　２０１９年度以降の実績は、平成３０年度公表の東京電力の調整後の排出係数０．４６２を使用した。

　※　２０１８年度以前の実績は、排出係数０．５３１を使用した。

取　組　事　項 達成状況

売上高当たりＣＯ2排出量の削減

（ｋｇ－ＣＯ2/億円）
達成

ＣＯ2ーｋｇ

電気の排出係数

廃棄物排出量の削減（ｋｇ） ２，０００ 未達成
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７．環境目標の達成状況、取組状況の評価と今後の取組

　（１）二酸化炭素排出量の削減　

電気使用量は昨年度より４％減少したが、化石燃料に於いては使用量は１７％増加しましたが、良い結果を得

ることが出来た。これらはＣＯ２削減呼掛け効果とトラック輸送などの削減効果がおおきいと思われる。

次年度に於いても成果を挙げられるよう新たな取組が必要と思われるので、使用者各人の使用状況を確認し、

改善策を模索し、尚一層の努力が必要かと思う。

ガソリンは昨年度より７％増加しているので、さらに遅れているハイブッリト化に付いても業績

を見ながら積極的に進めて削減効果を上げる方向に持っていきたい。

電気使用量では、テープ保温時期を早めたので昨年より８％増加となったので、次年度に於いても外気温度を

よく調べ暖房時間の短縮に取り組む必要があるが、テープの不良を防ぐ様に努める。

　（２）廃棄物の削減

廃棄物については、目標１，９６０ｋｇに対して３，４０２ｋｇ、７３％増加している。おもな要因として考えられる

のは、今年度についても倉庫を整理し、廃棄処分した事が大きな要因である。

その他に、廃プラスチック類（ビニール等）・一般廃棄物については、年間を通して約１．６ｔでした。

売上に左右されづゴミの減少に努めたい。

今後については、適正在庫数・入庫数の見直しを図り、滞留品などの産廃の減少・減量に取り組む必要がある。

　（３）水使用量の削減

水使用量については、目標２３９ｍ３に対して２９０ｍ３、２１％増加と良い結果を残せなかった。

未達成の要因として考えられるのは、トイレの漏水した事が要因と思われる。

２０２３年度では、水の使い方について資料などで回覧で周知するように努める。

各倉庫の商品棚・床を水洗い清掃や夏場の散水を年間数回減らすように努める。

　（４）グリーン購入の推進

目標は達成しているが、まだまだ不十分な様に思えるので現業部門での購入品に於いても価格との兼ね合いも

見ながら、今後もグリーン購入を引き続き進めていきたい。

　（５）環境配慮商品ソフミンの販売推進

ソフミンについては、目標２，０５０箱に対して３，０８９箱、５１％増加とよい結果を得る事が出来た。

今後は販売量が増える傾向にあるものと思われるので引き続き進めていきたい。

　（６）その他

今年度も昨年に続き事務所や倉庫の整理・整頓・清掃活動も定着してきたので、今後は適正在庫・入庫の見直し

を図り、倉庫全体の有効活用する必要がある。
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８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、

（１）環境関連法規等

　産業廃棄物は法基準に従い適正に処置

　一般廃棄物は適正に処置

　消防法 　　消火器の設置 　適正に配置している

　下水道法 　　生活排水 　問題となる排水はなし

　フロン排出抑制法 　　対象フロン使用のエアコン 　簡易点検実施、問題なし

　九都県市条例 　　対象地域のディーゼル車の通過 　ステッカー確認済

　家電リサイクル法 　　対象家電 　廃棄はなし

　顧客の要請 　　商品（有害物質非含有） 　メーカーに確認、問題なし

（２）違反、訴訟等の有無

２０２３年２月２７日に遵守状況をチェックした結果、環境関連法規制等への違反はありませんでした。

また、関係機関からの指摘も過去からありません。同様に訴訟・苦情等もありませんでした。

９．　代表者による全体評価と見直しの結果

・方針を変更するべき点はなく、引き続き現状の方針を継続する。大事なことは、

   方針に基づいて、これを具現化して、行動することである。

・引き続き、目標低減にむけて会社一丸となって努力していきます。

・倉庫の建て替え終了することで、更なる目標低減になる予定です。

・産業廃棄物削減、二酸化炭素の排出を重点てきに計画していきます。

・コロナの影響で営業活動の自粛や直送化により大幅に燃料使用量を減らすことが出来た、

　このことを踏まえメーカーからの直送化を拡大する事の大事さが見えてくる。

　我々商社にとって如何に輸送コストを削減するかは、直接利益に結び付くので直送拡大を今後

　も進めていく事が大事である。

・本年度は滞留品の整理と言うイレギュラーが発生したため廃棄物量が増加しているが、

　今後も廃棄物全体の削減に力を入れて行く事が大事である。

 ・大枠としてシステムとしての変更の必要はない。このシステムを運用することの意味をよく考え

　て、社会的責任を含めた経営上のメリットを追求していくことを肝に銘じ、各部門間でよく摺り合

　わせて、全員が一丸となって運用を進めること。

並びに違反、訴訟等の有無　

法　　　律 対　　　象 確　　　認

　廃棄物処理法 　　産業廃棄物・一般廃棄物

１．環境方針

２．環境目標と
　　　環境活動計画

３．達成状況

４．環境経営
           システム
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１０．　地域貢献活動

・構内美化活動

　構内の花壇や整備活動を行っている様子です。

・地域清掃活動

　地域貢献活動の一環として周辺道路の清掃活動を行っている様子です。



　　　　結

　　　　城 50

　　　　方 　　号

　宇都宮方面 新４号 　　　　面 　　線 面方河古

ばんどう太郎 ホテルルートイン

佐

野

方

面

　宇都宮方面 　　４号線 面方河古

　　佐

　　野

　　方

　　面

コマ
ツ

巴鉄工

山中商会

〒323-0824

住所、 栃木県小山市雨ヶ谷新田７１－３７

TEL, ０２８５－２７－５３６８

FAX, ０２８５－２７－９７０３

コマツ巴鉄工

山中商会

〒323-0824

住所、 栃木県小山市雨ヶ谷新田７１－３７

TEL, ０２８５－２７－５３６８

FAX, ０２８５－２７－９７０３

コマツ巴鉄工

山中商会

〒323-0824

住所、 栃木県小山市雨ヶ谷新田７１－３７

TEL, ０２８５－２７－５３６８

FAX, ０２８５－２７－９７０３
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